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一一般ニュース

一般

本部総務グループ

平成 20 年度
学科・専攻の設置について

工学部電気電子工学科の設置

１．事由

２．学位

３．入学定員

大学院工学系研究科電気系工学専攻の設置

１．事由
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２．学位

３．入学定員

大学院工学系研究科システム創成学専攻の設置

１．事由

２．学位

３．入学定員

大学院薬学系研究科統合薬学専攻の設置

１．事由

２．学位

３．入学定員
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大学院新領域創成科学研究科海洋技術環境学専攻の設置

１．事由

２．学位

３．入学定員

一般

トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ

先端医療開発研究シンポジウム
一般

トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ

先端医療開発研究シンポジウム

小宮山宏総長の挨拶 平尾副学長による閉会の言葉

木村廣道客員教授 ポスターセッションの様子
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応援団演舞総合文化研究科博士課程修了予定
のパトリック　ニッケルスさん

一般

本部留学生支援グループ

「外国人留学生スキー講習会・村立
小谷（おたり）中学校との交流会」
開催される

雪合戦の様子

一般

本部留学生支援グループ

卒業・修了予定の外国人留学生、留
学生支援団体等と総長との懇談会一般

本部留学生支援グループ

卒業・修了予定の外国人留学生、留
学生支援団体等と総長との懇談会

富士ゼロックス小林節太郎記念基
金小山眞一運営委員会副委員長

吉田育英会鍔本建二事務局長

医学系研究科修士課程修了予定の
黄　麗娟（コウ　レイケン）さん

法学部卒業予定のニャムドルジ
　ムンフトヤさん

富士ゼロックス小林節太郎記念基
金小山眞一運営委員会副委員長

吉田育英会鍔本建二事務局長

医学系研究科修士課程修了予定の
黄　麗娟（コウ　レイケン）さん

法学部卒業予定のニャムドルジ
　ムンフトヤさん
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　平成 20 年度東京大学国際学術交流助成事業下記４件について、以下のとおり助成することを決定した。
　各助成事業募集要項は　→　関連ウェブサイト　URL　http://www.u-tokyo.ac.jp/res02/d03_05_01_j.html

一般

本部国際連携グループ

平成 20 年度東京大学国際学術交流
助成事業の採択決まる一般

本部国際連携グループ

平成 20 年度東京大学国際学術交流
助成事業の採択決まる

１．平成 20年度　東京大学海外学術交流拠点設置・運営経費助成事業    

部局名 代表者職 ･氏名 海外拠点の名称 設置（予定）場所

大学院医学系研究科 准教授 黒岩　宙司 メコン河流域の環境に配慮した公衆衛生活動の
実現に向けた海外拠点

中央拠点：ラオス医科大学
大学院公衆衛生学教室内
（地域拠点：ルアンナムタ
県・ヘルスセンター内）

大学院工学系研究科 教授 松本　洋一郎 東京大学無錫代表処
中国江蘇省無錫市新区長
江路 21 号Ａ幢 301-304
室

大学院理学系研究科 教授 吉井　讓 東京大学アタカマ天文台山麓研究施設 チリ共和国　第二州サン
ペドロ・ド・アタカマ市

大学院情報理工学系研究科 教授 平木　敬 東京大学・アムステルダムネットワーク
実験拠点

オランダ国アムステルダ
ム市アムステルダム大学
内SARA

生産技術研究所 教授 目黒　公郎

都市基盤安全工学アジア研究センター（「アジ
ア諸国の都市化地域を対象とした構造物脆弱性
の継続的定量評価手法の提案とそのためのデー
タベース構築」のためのアジア研究センター）

バングラデシュ工科大学
工学部土木工学科（ＢＵＥ
Ｔ　ダッカ）

２．平成 20年度　東京大学シンポジウム開催経費助成事業    

部局名 開催責任者職・氏名 シンポジウム名 開催（予定）場所

大学院工学系研究科 教授 山口　周 第 14回固体プロトン伝導体国際会議 コープイン京都

大学院新領域創成科学研究科 教授 和田　仁 第 3回強磁場下での物質の挙動と材料創成にお
ける国際ワークショップ 山上会館

東洋文化研究所 教授 黒田　明伸 非対称な貨幣たち：補完性と粘性からみた貨幣
の世界史 東洋文化研究所

３．平成 20年度　東京大学ジョイント・フォーラム開催経費助成事業     

部局名 開催責任者職・氏名 フォーラム名 開催地（開催国）

大学院工学系研究科 教授 大津　元一

東京大学－ミュンヘン・ルートヴィヒ＝マクシ
ミリアン大学　研究交流フォーラムナノ・フォ
トニクス・バイオ関連研究に関する共同フォー
ラム

ミュンヘン
（ドイツ）

大学院総合文化研究科 教授 西中村　浩 東アジア四大学フォーラム－－共通文化の創造
をめざして 北京（中国）

大学院新領域創成科学研究科 教授 中山　幹康 紛争後の地域社会における資源の管理：平和構
築のための知見 ワシントンＤＣ（米国）

大学院情報学環 学環長
（教授） 吉見　俊哉

日韓共同シンポジウム「アジア」から考えるメ
ディア研究ネットワークの挑戦－東アジアにお
ける社会情報の新展開－

ソウル大学校（韓国）
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４．平成 20年度　東京大学長期派遣経費助成事業     

部局名 申請者職・氏名 受入研究機関派遣期間 研究題目

大学院工学系研究科 教授 家田　仁 清華大学（中国）20.5.1 ～ 20.8.31

中国の地域格差と交通・地
域諸施策の研究～戦後日
本の均衡発展施策との対
比を通じて～

大学院工学系研究科 助教 岡本　和彦 College of Architecture at Texas A&M 
University（米国）20.10.1 ～ 21.3.31

医療施設建築の Evidence 
Based Design

大学院工学系研究科 助教 島田　尚 Institut fuer Baustoff e, ETH Zurich（スイス）
20.7.14 ～ 21.1.13

離散要素法シミュレー
ションによる流体中の粉
流体の運動の研究

大学院総合文化研究科 准教授 齋藤　希史 ハーバード・イェンチン研究所（米国）
20.7.15 ～ 20.10.13

古典詩文の伝播による東
アジア的知識人の形成と
西洋文明との接触による
その変容に関する文体と
思考の動態論的研究

大学院総合文化研究科 准教授 金井　崇 フランス国立情報学自動制御研究所ソフィア・
アンチポリス 20.10.1 ～ 21.3.31

陰関数曲面による大規模
３次元モデルの自動再構
築技術の開発

大学院新領域創成科学研究科 助教 関野　正樹 NeuroSpin 研究所（フランス）
20.6.1 ～ 20.11.30

超強磁場ＭＲＩ用多チャ
ンネル信号検出コイルの
開発
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一般

本部入試グループ

平成 20 年度外国学校卒業学生特別
選考の受験者数

　平成 20 年度外国学校卒業学生特別選考の願書受付は、第１種が 12 月 10 日（月）、第２種が 11 月 12 日（月）に締め
切られた。志願者は、第１種（外国人）87 人、第２種（日本人）107 人、合計 194 人で前年度より 27 人減であった。 
　また、その後行われた第１次選考の結果、外国学校卒業学生特別選考第２次学力試験の受験者数が確定し、１月 25
日（金）に各人あて通知された。

　なお、志願者の種別の人数、国籍等（第１種）及び修学先の所在国名等（第２種）の内訳は、次のとおりである。
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一般

本部入試グループ

第２次学力試験（前期日程・後期日
程）の出願受付終わる

　平成 20 年度第２次学力試験の願書受付が１月 28 日（月）から始まり、２月６日（水）に締め切られた。
志願者数は次のとおりである。
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　本学の平成 20 年度第２次学力試験（前期日程）の第１段階選抜が行われ、２月 13 日（水）午後、本郷地区キャンパ
ス内において合格者が発表された。　　　　　　　　　　　
　これにより、２月 25 日（月）・26 日（火）に、本郷・駒場の両キャンパス試験場において行われる前期日程試験の
受験者数が確定した。
　なお、各科類の合格者数は下表のとおりである。

一般

本部入試グループ

平成 20 年度第２次学力試験（前期
日程）の受験者数
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部部局
ニュース

部局
退職教員の紹介

中山　信弘　教授

西田　典之　教授

能見　善久　教授

碓井　光明　教授

蒲島　郁夫　教授
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北村　唯一　教授 上西　紀夫　教授

堤　　治　教授
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飯塚　悦功　教授

越　光男　教授

亀口　憲治　教授

原田　純孝　教授
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安岡　善文　教授
部局

大学院工学系研究科・工学部

第３回ホロニックエネルギーシンポジ
ウム「分散型エネルギー資源の系統貢
献とその実現方法」が開催される
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ほぼ満員の会場の様子

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場Ⅰキャンパスで「研究科長と留
学生の懇談会」開催される

駒場Ⅰキャンパス・研究科長と留学生の懇談会集合写真

スピーチをしてくれた留学生と

会は終始笑顔に包まれて

部局

大学院理学系研究科・理学部

理学系研究科・理学部教職員と留学
生・外国人研究者との懇親会
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参加者全員で記念撮影

部局

大学院情報学環・学際情報学府

国際シンポジウム「東アジアにおけ
る英字新聞の挑戦」開催される

Todai, Japan Times Discuss Future Challenges 
for English-Language Newspapers in East Asia:   
symposium held in commemoration of The Japan 
Times’ 110th anniversary and the University of Tokyo’s 
130th anniversary.

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で自転車安全講習
会行われる
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ビデオ講習の様子

三鷹市役所道路交通課による講習

部局

留学生センター

留学生センター日本語教育集中・特
別コース　2007 年度冬学期修了証
書授与式行われる
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受講者及び関係教職員一同で記念撮影

部局

海洋研究所

クラシックコンサート開催

溢れる情感を紡ぎ出す橋本洋さん（ヴァイオリン）と
ピアノ伴奏の木暮淳子さん

響き合い躍動するメロディーを奏でる橋本洋さんと
中村翔太郎さん（ヴィオラ）
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幹事役の大学院生による二重奏

和田猛准教授夫妻の息の合ったリコーダーデュオ

デビッド・ブラインダー氏による基調講演

部局

附属図書館

柏図書館で映画上映会＆ミニコン
サートを開催部局

附属図書館

柏図書館で映画上映会＆ミニコン
サートを開催 部局

大学総合教育研究センター

東大－野村大学経営フォーラム
「寄附募集を通じた大学の財務基盤
の強化」のご報告

部局

大学総合教育研究センター

東大－野村大学経営フォーラム
「寄附募集を通じた大学の財務基盤
の強化」のご報告
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パネル・ディスカッションの様子

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

ウイグル人留学生の復学を求める
総長および研究科長書簡を
中国大使館員に手渡す
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館山警察署長室にて感謝状を手にする阿達職員

窪川先生の講義の様子
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「東京大学陸上運動部120年史」外観

（左）120周年記念パーティーにて挨拶する
大河原陸上運動倶楽部会長

（右）日本初のオリンピック選手・三島弥彦
（1912年、中央の旗手）

雨中の箱根駅伝予選突破（1984 年本戦出場）
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佐藤学先生の講演

発表会の様子
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シンポ
ジウム・講演会

シンポジウム・講演会

情報基盤センター

先端的大規模計算シミュレ－ションプログラ
ム利用シンポジウム開催

参加登録：３月 25 日まで

３月 25 日（火）

シンポジウム・講演会

サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）

IPCC－ IR3S サイエンス・シンポジウム「科
学者が語る第４次評価報告書のメッセージ」
開催のお知らせ

日時
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場所
主催

後援
参加費
申し込み方法

プログラム（敬称略）

問い合わせ先

シンポジウム・講演会

生命科学教育支援ネットワーク

公開シンポジウム　第５回「東京大学の生命
科学」シンポジウム開催のお知らせ

日時
場所
主催
参加費
URL

プログラム
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問い合わせ先

昨年の第４回「東京大学の生命科学」シンポジウムの様子

お知らせ
お知らせ

退職教員の最終講義

日時
会場
演題

日時
会場
演題

お知らせ
サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）

Intensive Program on Sustainability （IPoS） 
2008、参加者募集！
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グループワークの様子
様々な大学からの参加者がグループ作業を行う（2007 年 9月）

東大北海道演習林での現場見学の様子
森林経営の現場を垣間見ることができた（2007 年 9月）

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 59 回小石川植物園市民セミナーのご案内

講師
演題
日時
場所

参加費
参加申込方法

主催・参加申込先

問い合わせ先

お知らせ
アイソトープ総合センター

平成20年度新規放射線取扱者全学一括講習会
開催と放射線取扱者再教育用資料の配付
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特集
02 新ポータルサイト、始動！
04

NEWS
一般ニュース

08 本部総務グループ
平成 20年度学科・専攻の設置について

10 トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ
先端医療開発研究シンポジウム

11 本部留学生支援グループ
卒業・修了予定の外国人留学生、留学生支援団
体等と総長との懇談会

11 本部留学生支援グループ
「外国人留学生スキー講習会・村立小谷（おたり）
中学校との交流会」開催される

12 本部国際連携グループ
平成 20 年度東京大学国際学術交流助成事業の
採択

14 本部入試グループ
平成 20 年度外国学校卒業学生特別選考の受験
者数決まる
部局ニュース

17 退職教員の紹介
20 大学院工学系研究科・工学部

第３回ホロニックエネルギーシンポジウム「分
散型エネルギー資源の系統貢献とその実現方法」
が開催される

21 大学院総合文化研究科・教養学部
駒場Ⅰキャンパスで「研究科長と留学生の懇談
会」開催される

21 大学院理学系研究科・理学部
理学系研究科・理学部教職員と留学生・外国人
研究者との懇親会

22 大学院情報学環・学際情報学府
国際シンポジウム「東アジアにおける英字新聞
の挑戦」開催される

22 大学院総合文化研究科・教養学部
三鷹国際学生宿舎で自転車安全講習会行われる

23 留学生センター
留学生センター日本語教育集中・特別コース　
2007 年度冬学期修了証書授与式行われる

24 海洋研究所
クラシックコンサート開催

25 附属図書館
柏図書館で映画上映会＆ミニコンサートを開催

25 大学総合教育研究センター
東大－野村大学経営フォーラム「寄附募集を通
じた大学の財務基盤の強化」のご報告

26 大学院人文社会系研究科・文学部
ウイグル人留学生の復学を求める総長および研
究科長書簡を中国大使館員に手渡す

コラム
27 Crossroad ～産学連携本部だより～ vol.28

28 Step by Step 東大基金通信　第 11回

29 サステナな日々
～キャンパスから考えるサステイナビリティ～　vol.6

30 コミュニケーションセンターだより　No.45

30 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 25回

31 噴水　大学院農学生命科学研究科・農学部
　　　千葉演習林技術職員が人命救助で表彰さ

れる
31 噴水　教育学部附属中等教育学校

東京大学海洋研究所教授の特別授業が行
われる

32 噴水　東京大学陸上運動部「東京大学陸上運動
部 120 年史」の発行及び 120 周年記念
パーティー開催される

34 噴水　教育学部附属中等教育学校で第９回公開
研究会が開催

34 噴水　教育学部附属中等教育学校
　　　１年総合学習第３クール発表会がおこな

われる

INFORMATION
シンポジウム・講演会

35 情報基盤センター
先端的大規模計算シミュレ－ションプログラム
利用シンポジウム開催

35 サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）
IPCC－IR3S サイエンス・シンポジウム「科学
者が語る第４次評価報告書のメッセージ」開催
のお知らせ

36 生命科学教育支援ネットワーク
公開シンポジウム　第５回「東京大学の生命科
学」シンポジウム開催のお知らせ

お知らせ

37 退職教員の最終講義
37 サステイナビリティ学連携研究機構 (IR3S)

Intensive Program on Sustainability （IPoS） 
2008、参加者募集！

38 大学院理学系研究科・理学部
第 59回小石川植物園市民セミナーのご案内

38 アイソトープ総合センター
平成 20 年度新規放射線取扱者全学一括講習会
開催と放射線取扱者再教育用資料の配付

40　人事異動（教員）
巻末特別記事
41 物件の計画的な購入にご協力を！
42 会議資料は、スマートに。

淡青評論
44 「スペシャルジャンプだけでは…」

編 集後 記
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淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員会ま
でお送りください。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、本部広報グループを通じて行ってください。

No.1371　2008 年３月 14 日

東京大学広報委員会
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報グループ
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

「スペシャルジャンプだけでは・・・」

カラーの写真や図が豊富で、百科事典のように視覚に訴える構成になっていることに感心した反面、こ
の物理 Iでは数式に基づいて思考する内容がかなり少なくなったこと、３年生で学ぶ物理 IIにおいて「物
質と原子」と「原子と原子核」から選択して学ぶようになっていることが気になった。出版社によって
も扱う題材と程度にかなりの格差がある。なぜ基礎（数式）に直面するのを後回しにし、早くから多様
性、個性が叫ばれるようになったのだろうか？
　筆者がかつて選手をしていたフィギュアスケートの世界でも、一時期、難しいジャンプさえ跳べれば
よい、という風潮があった。今ではそれは幻想であり、基礎的スケーティング、技の難易度、演技の独
創性と完成度すべてが要求されていることが周知である。もはやオリンピックでも２回転でよかった時
代と同じ練習メニューでは通用しない。２回転時代と同様の演技の完成度を４回転でも求めようとする
と、基礎力の育成に手を抜かずに、早期に３回転４回転と進まないといけないのは明白であろう。同様
に、モーグルならターン、鉄棒なら車輪、万人に共通する基礎ができていないと、自分だけのスペシャ
ルジャンプを披露しても点数に結びつかないことを選手達は痛感している。
　基礎と技を同時、しかも早期に会得できる効率的な訓練方法の確立が切望され、模索されている。
科学の世界でも、基礎力を犠牲にするのではなく効率的に圧縮して、共通する基礎を底力として早期に
高度な先端研究に着手できるような教育メニューを確立させるべきなのではないか・・・　偏った例え
かな～とも思いつつそんなことを考えた。

　門　信一郎（高温プラズマ研究センター）

　研究者の高校へ出前授業や高校生の先端研究施設への見学会や実習が
このところ活発になってきている。その中で、ふと、学校の勉強（受験
勉強）と最先端の科学との連続性を伝えたいと思いたち、高校物理の教
科書を使ってプラズマ科学の紹介をおこなってみた。プラズマという用
語が使われている教科書は少ないが、蛍光灯やネオンランプ等の気体放
電、オーロラ、核融合など、プラズマに関連する現象や技術はけっこう
取り上げられている。
　新課程（いわゆる「ゆとり教育」）の２年生用物理 Iの教科書を見て、
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